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　田舎の女子高生が、ビックバンドジャズに魅了

される姿を描く矢口史靖監督の最新作「スウィン

グガールズ」のヒットや、40歳でデビューした

ジャズシンガー綾戸智絵の登場で、巷ではジャズ

がにわかに注目を集めています。

　今回はジャズライブ（生演奏）の聴けるカフェ

「アップス」を1985年から経営している貝塚弥

須子さんに話を伺いました。

「カフェを開店して20年になります。初めは一

般の喫茶店でしたが、もともと音楽が大好きで魅

力ある店づくりを目指して1993年からジャズバ

ンドの生演奏を始めました。演奏者は一線級の人

が来ます。週1度、1時間半の演奏を2回行いま

す。ピアノ、ベース、ドラム、これにサックス、ト

ランペット、ボーカルなどが加わります。スケ

ジュールはホームページでお知らせしています。」

「まくらが」から「詩群」へ

　　　古河における詩文学の発展

草野心平を囲んでの「芳龍」における懇談会
左から草野心平、立石和正、福田敬二（写真提供：木下弘子氏）

貝塚弥須子さん
（本町一丁目・43歳）

　昭和27年（1952）初春の夕べ、横山町通り

で、3人の若者が、西風に吹かれながら立話をし

ていました。「古河地方の同好の士を集めて、短

歌を中心とした雑誌を発行しよう」と、相談がま

とまりました。こうして誕生した雑誌が「まくら

が」です。

　中核となった3人とは、

松本久（静泉）、立石和

正、田村泰一の各氏で、か

れらは、興野蔵、村西弘

安、大高澄子、中村智英、

新井綾子、榎本文弥、大塚

満、渡辺昭一といった人々

と「まくらが短歌会」を組

織、毎月の歌会を催しまし

た。

「まくらが」は途中2年間

のブランクを挟みながら第

6集まで発行されますが、

ここで解散に至ります。

　とはいっても、これは発

展的解散であり、誌名を

「詩群」とあらためて再出発します。この間の推

移について、「詩群」の巻頭の言葉を引用してみ

ましょう。

「偶々、第六号編集するに当って、新入会員の参

加が多方面にわたっていたため、詩、短歌、俳句

を含めた詩文学誌として新たなる意欲の下に発行

された。（中略）このようなわけで第七号を発行

するに至って、我々まくらが詩人群に誌名を改め

るべき気運が起ったのは当然のことであった。こ

の結果として“詩群”は誕生した。（中略）詩、

短歌、俳句をひっくるめての融合、芸術としての

新しい国民詩の確立。この造型への広い“場”と

なることに“詩群”の狙いがおかれている」。

　第6号に福田敬二氏が俳

句「枯木抄」を携えて参加

したのを皮切りに、以降

「詩群」は詩、短歌、俳句

等を融合した、まさに総合

詩文学誌として出発したの

でした。

　昭和32年（1957）には

古河市文化協会に加盟、同

年暮れには、文協の文芸講

演会で来河した、詩人・草

野心平を囲んで旅館「芳

龍」において懇談会を開い

ています。写真はその懇談

会のときのものです。

　最盛期には約100名の同

人を擁し、古河を核に各地

の同好の士を集めて地方文学の拠点となった「詩

群」。毎回130～150部、合計で約5,000部を発

行、また、詩群叢書として、同人の個人詩集を2

冊、歌集2冊、句集1冊を発行して、昭和33年

（1958）6月、第36号をもって終刊を迎えたの

でした。

（企画展「古河の文芸　その 」は1/5～3/13ま

で開催）
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